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1 0 7 ； 子 ｝ 子 4 l 
、一 s 、～一ノ

ジ

＾ ^  8 p p 
‘̀― 

6 5 
ヽ 、一

解
枚答必

枚 枚 枚 枚 枚 数用要
紙な

表
の
解
答
す
べ
き
問
題
を
解
答
し
な
さ
い
。

二
0
二
五
年
度
早
稲
田
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科

博
土
後
期
課
程
＿
般
・
外
国
学
生
入
学
試
験
問
題
〔
資
料
解
読
〕

【
教
科
教
育
学
専
攻
（
国
語
科
教
育
学
・
国
語
科
内
容
学
）

解

答

上

の

注

意

一
・
教
科
教
育
学
専
攻
（
国
語
科
教
育
学
・
国
語
科
内
容
学
）
の
入
学
試
験
問
題
は
、
出
願
時
に
届
け
出
た
指
導
教
員
の
欄
に
従
い
、
左
記
の

~ 

ー



4.2.3 てにをは係辞弁

係り結びの研究は、宣長において一つの到達点を見る。以後、

宣長の部分的修正・部分的発展といったものがいくつか出る。宣

長においては未だ明確な名づけが行われていなかった係りのテニ

ヲハに対して、「係辞」と呼び、係りのテニヲハと結びのテニヲ

カカリムスビ はぎわら

，，ヽとの相関・呼応の現象に「係結」という名を与えたのが、萩原
ひろみち けいじぺん

広道の『てにをは係辞弁』（弘化3(1846)成、嘉永2(1849)刊）で

ある。「係結」はそのまま現在の文法用語になっているし、「係辞」

は山田孝雄の「係助詞」に受け継がれている。

また、宣長の誤りを正し、「の・何」を係辞から除き、「か」を

加えた。広道の係辞は、「徒」「ぞ・や・か」「こそ」になる。宣

長の誤りを明確に指摘・証明したのは、彼の功績である。

ただ、広道は、宣長の「は•も」をも一つにひとまとめにし、

「徒」にしている。彼の言う「徒」には、「は•も・て．に．を・

の・ば・ど・で・より・まで・ヘ」が含まれる。これは、係り結

びを、係りによる結びの三態といった形態的呼応において捉え、

①「は•も」の類と他の類との連用機能の違いを無視した結果であ

る。係り結び的現象への認識の深化からすれば、これには問題が

残る。

4.2.4 富士谷成章

歌学にも優れ、兄に漢学者皆川直箇を持っ富士答絨督も元文3

(1738）～安永8(1779))は、江戸最大の文法理論家である。彼の

著作には、『かざし抄』（明和4(1767)成、刊記なし）や『あゆひ

抄』（安永2(1773)成、安永7(1778)刊）がある。また、稿本では

あるが「よそひ本抄』、写本の『六運略図』の存在が知られている。

成章は、概略、語に当たるものを「忍ふ望扁繭．廊羅」に四

分類し、その本性を、

名をもて物をことわり、装をもて事をさだめ、挿頭脚結をも

てことばをたすく。 （「あゆひ抄』おほむね）

と述べている。「名」は体言に、「装」は用言に、概略、「挿頭」

は感動詞・代名詞・副詞・接続詞・接頭辞などに、「脚結」は助詞・

助動詞・接尾辞に対応する。

『かざし抄』では、感動詞（「あはれ、あな、やよ、…」）や代名

詞（「いづれ、こ¥.‘なれ、…」）や副詞（「いと、かく、つねに、．．．」）

や接続詞（「かつ、さて、さりとて、•••」)などの、ほぼ(X)に当
たるものを中心に、さらに複合的形式（「いかにして、いまさら、

かくばかり、•••」)などを加え、その意味・用法を説明している。

『あゆひ抄」は、助詞・助動詞などを中心に、接尾辞を加え、

その意味・用法について説明を加えた下位分類を施しながら、

ものである。 （中

また、『かざし抄』の序で、

略）

：違に加し：：二：二：
と一首を分解している。自らの設定した単語分類で具体的に一首

を分解し切っている点は注目すべきである。

かしらにかざしあり。身によそひあり。

あるは、…

と述べていることからも分かるように、この四類は、相互の接続

関係やその文法機能への注目のもとに切り出されており、語の文

法的な分類として注目すべきものである。出＄炉 5ゞぞか、風1)
さらに、装については、ビ也こgu二-芝-本筐長装一旦Lを挙げ、
用言の語形変化と用言の下位類化を示している。それによれば、

こと さま

装は、「事」（動詞）と「状」（形容詞・形容動詞）に分けられ、

らに。事」は、狭烹「事」（ラ変以外の動詞）とf記（ラ変動

戸「状」は、「在状」（形容動詞）と「芝穀」（ク活用形容詞）と
し念さま

「鋪状」（シク活用形容詞）に分けられている。

成章の研究は、極めて優れたものであったが、用語の難解さも

あって、後世に十分受け継がれなかった。かえって、隔世的に山

田孝雄の「体言・用言・副詞・助詞」の四分類観などに影響を与

えている。

鈴木腺

活用研究において宣長を発展させた者に、鈴木鼠℃租暦14

(1764）～天保8(1837))がいる。腺は尾張藩に仕えた儒学者であ

るが、また宣長の門に入り、国学者として日本語研究にも優れた

業績を残した人である。

4.2.5 

しもつかたにあゆひ

（「かざし抄J)

さ

かつごだんぞくふ

『活語断続譜』（かつごきれつづきのふ）（享和3(1803)頃成）は、当

時出版されず、幕末になって「柳園叢書」に後人の書き入れとと

もに刊行された。この書は、宣長の『御国詞活用抄』『てにをは

蜘を基礎にして、それらを発展させ、用言の切れ続きといっ

た語形変化を明らかにしたもので、春庭のi罹f穴暑』成立の一

つの契機を成したものである。
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ん
で
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後
の
問
に
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さ
い
。
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また、鈴木腺には、語の分類について述べた 『警貨う西籍櫨』

（享和3(1803)頃草稿成、文政7(1824)刊）という注目すべき書が
9イ アリカク シワザ

ある。語は、「体ノ詞」「形状ノ詞」「作用ノ詞」「テニヲハ」の四

種に分けられている。体ノ詞は、万の名目を表す詞とされ、今の＾

体言に当たる。形状ノ詞は、イの音で終わり、物事の有様・形状

を表すものとされ、概略、形容詞に対応する。作用ノ詞は、ウの

音で終わり、人や物の動き・働き・作用を表すものとされ、概略、

動詞に当たるef変動詞の「有り」が形状ノ詞とされで竺色竺庄
注目してよい。これは、成章や春庭・義門・富樫広蔭とは異なっ

ている。また、腺の単語分類は、四分類ではあるが、成章のそれ

とは異なって、基本的には中古・中世以来の伝統および宣長を受

け継ぐところの、次のような二分類法である。

詞

詞
ノ

ノ

状

用

形

作

＜
 

詞

詞
ノ

ノ

体

用

ロ＜
 

語言

⑥ 彼に限らず、この種の単語分類では、テニヲハに雑多なものが入

四特に(X)の位置づけに問題が残ろう。この辺りが、
富士谷成章と本居宣長や鈴木腺などとの違いである。

詞とテニヲハについては、

三種ノ詞ハサス所アリ。テニヲハいサス所ナシ。三種ハ詞二

シテ、テニヲ／‘¥.声ナリ。三種ハ物事ヲサシアラハシテ詞卜

ナリ。テニヲハヅ起詞ニッケル心ノ声也。詞ハ玉J如ク、テ

二ヲハJ緒ノゴトシ。詞ハ器物ノ如ク、テニヲハ E其ヲ使ヒ

動カス手ノ如シ。…。詞ハテニヲハナラデハ働カズ、テニヲ

ハ渭ナラデハック所ナシ。 ． （「言語四種論J)

と述べており。詞とテニヲハの異なりを捉えたものとして、後に

時枝誠記の詞辞論に影響を与えるところとなる。
がご おんじょ うこう

また、言語の起源を音声模写の面から述べた 「雅語音声考』

（文化13(1816)刊）がある。

本居春庭・東条義門

宣長の活用研究をさらに推し進めた者に、宣長の長子である本
はるにわ

ぎ
居春庭（宝暦13(1763）～文政11(1828))や真宗の僧である東条義
もん

門ぽこ明6(1786）～天保14(1843))がいる。

春庭には、活用研究を大成させた「詞八衝」（文化5(1808)刊）
ことばのかよいじ

や 『詞通路』（文政11(1828)成、刊年未詳）がある。 「詞通路J

詞を、自他や受身・使役の別から、「おのづから然る・み

ず芥ら然する（「乾く、落つる、苦しむ、聞こゆる」など）」、「物

を然する（「乾かす、着る、聞く、さとる」など）」、「他に然する

（「着する、聞かする、諭す」など）」、「他に然さする（「着せさす

る、苦しめさする、聞こえさする」など）」、「おのづから然せら

るし（「驚かるし、着らるし、聞かるリなど）」、「他に然せらるし

（「落とさる¥.‘苦しめらる¥.‘諭さる¥.」)など」の六種に分けた

もので、注目される。

義門には、活用にかかわる研究書とじて・「山口暴i（天保7

(1836)刊）、 「活語指南J（天保15(1843)刊）テニヲハおよび活用に

かかわるものとして 「笈籟i（文政6(1823)刊）、 「森顧麗涵涵」：
なましな

（天保4(1833)刊）や音韻研究の書である r男信J（天保13(1842); 
刊）など多くのものがある。 「活語指南」では、現在の名称に直接

的に繋がるところの「将然言（未然言とも）」「連用言9h堕這土：
「連体言」「已然言⑲」且塁且といった名称を挙げていて注目さ：

れる。活用研究は、 義門に至って一つの到着点を見る。 5--

4.2.6 
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4.2.7 富樫広蔭

本居学派の単語分類・活用研究の組織化・体系化を計った者に
とがしひろかげ

富樫広蔭（寛政5(1793）～明治6(1873))がいる。広蔭には、用言・

の類別、用言の活用の様、係り結びのあり方などを一枚の図に
てにをはたまだすき ことばのたま

した 「辞玉欅J（文政12(1829))刊）や、それを解説した 「詞玉
はし

橋』（文政9(1826)初稿、明治24(1891)刊）などがある。広蔭は、

単語を「籍」噌iJf藷］に三分類する。これは、中世の「体（物

の名）、用（詞）、テニヲハ」以来の伝統を受け継ぐものである。

また辞は、活用の有無からf籍愴汀今の助詞）」はn翫＇⇔今の助動
9ヽタ9キアfフコト99 アリカタヲイ フ

詞）」に分けられている。詞は、「説動用詞（今の動詞）」「説容体

藷＇（今の形容詞）」に分けられ、説動用詞は、さらに五種に分けら

れているQ江堕邑互旦凸蘊の名で動詞の一類として取り

出されていることは注目してよい。

ラ変は、

無
末
有
靡

A
 さらに、後の山田孝雄では、動

詞からも形容詞からも分けられ、(Y)として取り出されてい
，る。
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現
代
の
文
法
用
語
を
用
い
な
が
ら

現
代
の
学
校
文
法
で
は
何
と
呼
ば
れ
て
い
る
か
、

そ
れ
ぞ
れ
の

問
叫
下
線
部
⑪
は
、
富
樫
広
蔭
の
ラ
変
動
詞
の
捉
え
方
だ
が
、
下
線
部
④
（
富
士
谷
成
章

の
捉
え
方
）
・
下
線
部
⑤
（
鈴
木
腺
の
捉
え
方
）
と
は
異
な
る
捉
え
方
で
あ
る
。
文
中
の

〔

A

〕
に
は
、
ラ
変
に
つ
い
て
の
三
者
の
捉
え
方
の
違
い
を
ま
と
め
た
文
章

が
入
る
。
「
ラ
変
は
、
」
に
続
け
る
形
で
、
ま
と
め
の
文
章
を
自
分
な
り
に
考
え
な
さ
い
。

科
目
名
資
料
解
読



※

W
E
B
掲
載
に
際
し
、
左
記
の
と
お
り
出
典
を
追
記
し
て
お
り
ま
す
。

〈
資
料
〉

園

二
0
二
五
年
度

古
典
文
学
ー 科

目
名
資
料
解
読

（
国
語
科
教
育
学
・
国
語
科
内
容
学
）

早
稲
田
大
学
大
学
院

博
士
後
期
課
程

（
上
代
文
学
）

教
育
学
研
究
科

入
学
試
験
間
題

〔
問
題
〕
後
の
〈
資
料
〉
に
つ
い
て
、
次
の
問
―

S
問
三
に
答
え
な
さ
い
。
問
い
ご
と
に
番
号
を
明
示
し
た
上
で
解
答
す

る
こ
と
。

問
一
、
〈
資
料
〉
は
何
と
い
う
文
献
の
一
部
で
あ
る
か
、
伝
本
名
と
作
品
名
を
、

0
0本
『
●
●
●
』
（
例
・
嘉
禄
本
『
古
語
拾
遺
』
、

元
暦
校
本
『
萬
葉
集
』
）
と
い
う
形
で
答
え
、
作
品
の
成
立
事
情
に
つ
い
て
論
述
し
な
さ
い
。

問
二
、
全
文
を
意
味
の
通
る
漢
字
仮
名
交
じ
り
の
書
き
下
し
文
に
し
な
さ
い
（
適
宜
句
読
点
を
施
す
こ
と
）
。
そ
の
際
、
時
代
や
文

体
を
考
慮
し
、
ま
た
誤
字
・
脱
字
・
術
字
等
が
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
適
切
な
形
に
改
め
る
こ
と
。

問
三
、
傍
線
部
①
②
の
登
場
人
物
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
知
る
所
を
述
べ
な
さ
い
。

；
を

羹
9
（ご
：
唇

奇
咎
惹

滋
B

奮

竺

妾

亀

夏

會

こ

臀

裏

人
[
.
.

t曇
3

t1二
直

デ

ヘ

ぷ

五
勃
さ
朝
9
条
蔭
と
～
造
亀
素
其
青
ベ
一
；

っ．笠

杢
1
冴三
委
享
き
巧

『
天
理
図
書
館
善
本
叢
書
和
書
之
部

1

古
代
史
籍
集
』
、
八
木
書
店
、
1
9
7
2

天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
蔵
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問
一
全
文
を
改
行
位
置
、
字
配
り
は
そ
の
ま
ま
に
翻
字
し
な
さ
い
。

., 

の'-

ヽ

し4ヽ
ゆ

げ
、ー2
~

t

国

古

典

文

学

III
（
中
世
文
学
）

次
の
資
料
を
読
ん
で
後
の
問
に
答
え
な
さ
い
。

｀

ふ

わ
さ
合
邑
ふ
誓
£
亨
ぇ
ろ

ヽ
忍
t
ぃ
ょ
凸
芝
ぎ
岱
3
ii
s;?‘
邑
ハち

i
f9
と
す
ヽ
ご
履

tJク
弓
；
え
之

t

、
^
9
ら
松
f
久

ら
j
；
羞
（
蚤
あ

？
哀
付
か
了
よ
り
ら

うヮ
広

又
人
肴
ろ
土
マ

-~2
.-

二
0
二
五
年
度博

士
後
期
課
程＼

ヽ`

‘
?
 ，
 

（

シ

J

j
 

と
う
な

ヽ

ー

る
ジ
り
も
？
ふ
巳

了99.
t
:
'
 

砂‘
み
ー

t
4
ん
忽
t‘
、こ
刈
介

も

デ
臀
応
う
が
あ
‘
t

1

に

反

》

タ

行

〖ぉてし
コ
し
＝―-ロ追を典出りぉ

斗
と

料資

の下
蔵斤

以
＿
p館

lh
書

際

図
こ

学

靱

大

掲

央
B

中

E
 
w
 

※
 

問
二
こ
の
作
品
の
掲
出
部
分
に
示
さ
れ
る
和
歌
二
首
を
そ
れ
ぞ
れ
現
代
日
本
語
に
訳
し
な
さ
い
。

問
三
こ
の
作
品
の
掲
出
部
分
に
示
さ
れ
る
「
本
」
に
つ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
歴
史
的
意
義
等
に
触
れ
、
こ
の
作
品
の
著
者
の

「
本
」
に
対
す
る
態
度
や
立
場
な
ど
に
つ
い
て
説
明
し
な
さ
い
。

問
四
こ
の
作
品
の
著
さ
れ
た
時
期
の
歌
道
家
の
関
係
性
や
人
的
配
置
、
書
物
の
著
述
な
ど
を
含
む
歌
壇
の
状
況
を
踏
ま
え

て
、
こ
の
作
品
の
成
立
事
情
に
つ
い
て
説
明
し
な
さ
い
。

科
目
名
資
料
解
読

（
国
語
科
教
育
学
・
国
語
科
内
容
学
）

入
学
試
験
間
題

早
稲
田
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科

06 



戸
注
謳
：
…
「
粗
」
に
同
じ
。
隔
…
…
毀
壊
、
暖
棄
。

必
髪
一
格
。
、
雖
沿
江
西
詩
派
之
末
流
、

中
国
古
典
文
学

科
目
名
資
料
解
読

二
0
二
五
年
度博

士
後
期
課
程

次
の
文
は
『
四
庫
全
書
総
目
提
要
』
の
『
誠
齋
集
』
の
提
要
で
あ
る
。
こ
の
文
を
読
み
、
後
の
設
問

に
答
え
な
さ
い
。

宋
楊
萬
里
撰
゜
萬
里
有
誠
齋
易
偉
、

子
長
濡
所
編
也
。
萬
里
立
朝
多
大
節
、
若
乞
留
張
拭
力
争
呂
願
浩
等
配
享
、

及
宍
髪
應
詔
諸
奏
、
今
具
載
集
中
、
辛
采
猶
可
想
見
。
然
其
生
平
、
乃
特

以
詩
檀
名
。
有
江
湖
集
七
巻
、
荊
淫
集
五
巻
、
西
帰
集
二
巻
、
南
海
集
四

巻
、
朝
天
集
六
巻
、
江
西
道
院
集
二
巻
、
朝
天
績
集
四
巻
、
江
東
集
五
巻
、

退
休
集
七
巻
、
今
併
在
集
中
。
方
回
温
奎
律
髄
、
稲
其
一
官
一
集
、
毎
集

健
抜
、
包
卒
富
有
、
自
為
南
宋
一
作
手
。
非
後
来
四
璽
江
湖
諸
派
、

而
拉
稲
。
周
必
大
嘗
跛
其
詩
日
、
誠
齋
大
篇
短
章
早
、
七
歩
而
成
、

改
、
皆
掃
千
軍
倒
三
峡
、
穿
天
心
出
月
脅
之
語
。
至
於
欣
物
姿
態
、
寓
人

圃
意
、
則
鋪
叙
繊
悉
、
曲
壺
其
妙
、
筆
端
有
口
、
句
中
有
眼
云
云
。
是
亦

細
大
不
捐
、
雅
俗
拉
陳
之
一
證
也
。
南
宋
詩
集
、
偉
於
今
者
、
惟
萬
里
及

陸
滸
最
富
。
滸
晩
年
陳
節
、
総
韓
住
冑
作
南
園
記
、
得
除
従
官
。
萬
里
寄

c
 

詩
規
之
、
有
不
應
李
杜
翻
鯨
海
、
更
羨
養
龍
集
鳳
池
句
。
羅
大
経
鶴
林
玉

D
 

露
、
嘗
記
其
事
。
以
詩
品
論
、
萬
里
不
及
滸
之
鍛
錬
工
細
。
以
人
品
論
、

則
萬
里
個
乎
遠
突
。
其
集
巻
峡
繁
重
、

考
岳
珂
程
史
。

本
、
謡
文
成
為
宣
成
、

能
明
者
、

可
姑
関
焉
。

〔
設
問
〕
は
、
次
の
ペ
ー
ジ

久
無
刻
版
。

記
朝
天
績
集
韓
信
廟
詩
、

淮
陰
未
必
減
文
成
句
、

E
 

則
嘗
時
巳
多
誤
本
。
今
核
正
其
可
考
者
、

不
免
有
類
唐
羅
但
之
慮
゜

巳
著
録
。

（
国
語
科
教
育
学
霞
国
語
科
内
容
学
）

入
学
試
験
問
題

早
稲
田
大
学
大
学
院

教
育
学
研
究
科

可
得

故
偉
寓
往
往
謡
脱
。

麻
沙
刻

凡
疑
不

一
字
不

而
才
思

此
集
則
嘉
定
元
年
、

其

7
 



〔
設
問
六
〕
楊
万
里
の
中
国
詩
学
史
上
の
功
績
に
つ
い
て
、
知
る
と
こ
ろ
を
記
せ
。

②
現
代
日
本
語
に
訳
せ
。

①
書
き
下
し
文
に
改
め
よ
。

＼
 

〔
設
問
五
〕
傍
線
E

「
今
核
：
・
:
．
闊
焉
」
を
、

〔
設
問
四
〕
傍
線
D

（
 

「
以
詩
品
…
…
遠
突
」
と
は
ど
う
い
う
意
味
か
、

〔
設
問
二
〕
傍
線
B
「
誠
齋
大
篇
…
…
句
中
有
眼
」

〔
設
問
一
〕
傍
線
A
「
其
一
官
：
…
・
而
蚊
稲
」
を
書
き
下
し
文
に
改
め
よ
。

科
目
名
資
料
解
読

二
0
二
五
年
度博

士
後
期
課
程

簡
潔
に
説
明
せ
よ
。

を
現
代
日
本
語
に
訳
せ
。

（
国
語
科
教
育
学
璽
国
語
科
内
容
学
）

早
稲
田
大
学
大
学
院

教
育
学
研
究
科

入
学
試
験
問
題

〔
設
問
三
〕
傍
線
C
「
不
應
…
…
鳳
池
」
を
、

①
書
き
下
し
文
に
改
め
よ
。
．

②
楊
万
里
が
陸
滸
に
対
し
て
言
お
う
と
し
た
主
旨
は
ど
う
い
う
こ
と
か
、
説
明
せ
よ
。

以

上



問

文

の

語

り

、

表

現

上

の

特

徴

と

そ

の

役

割

に

つ

い

て

論

じ

な

さ

い

。

問

二

本

文

で

描

か

れ

て

い

る

内

容

、

題

材

と

、

問

一

で

論

じ

た

表

現

の

特

徴

と

の

関

係

に

つ

い

て

、

を
述
べ
な
さ
い
。

そ
れ
か
ら
十
日
ほ
ど
癌
っ
た
ら
、
ま
た
仔
細
ら
し
い
顔
つ
き
を
し
て
、
家
へ
お
い
で
に
な
っ
て
、
さ
て
、
そ
れ
で
は
少

し
づ
つ
、
綴
方
の
基
本
練
習
を
は
じ
め
ま
せ
う
ね
、
と
お
つ
し
や
っ
た
の
で
、
私
は
、
ま
ご
つ
い
て
し
ま
ひ
ま
し
た
。

後
で
わ
か
っ
た
事
で
す
が
、
澤
田
先
生
は
、
小
學
校
で
生
徒
の
受
瞼
勉
強
の
事
か
ら
、
問
題
を
起
し
、
や
め
さ
せ
ら
れ
、

そ
れ
か
ら
、
く
ら
し
が
思
ふ
や
う
に
行
か
ず
、
昔
の
教
へ
子
の
家
を
歴
訪
し
て
は
無
理
矢
理
、
家
庭
教
師
み
た
い
な
形

に
な
り
す
ま
し
、
生
活
の
方
便
に
し
て
い
ら
っ
し
や
っ
た
と
い
ふ
や
う
な
具
合
ひ
な
の
で
し
た
。
お
正
月
に
お
い
で
に

な
っ
て
、
そ
の
後
す
ぐ
に
私
の
母
へ
、
こ
っ
そ
り
お
手
紙
を
寄
こ
し
た
様
子
で
、
私
の
文
オ
と
や
ら
い
ふ
も
の
を
褒
め

ち
ぎ
り
、
ま
た
、
そ
の
こ
ろ
起
っ
た
綴
方
の
流
行
、
天
才
少
女
と
か
の
出
現
な
ど
を
例
に
拳
げ
て
、
母
を
そ
そ
の
か
し
、

母
も
ま
た
以
前
か
ら
、
私
の
綴
方
に
は
未
練
が
あ
っ
た
も
の
で
す
か
ら
、
そ
れ
で
は
一
週
に
い
ち
ど
く
ら
ゐ
家
庭
敦
師

と
し
て
お
い
で
下
さ
る
や
う
に
と
御
返
事
し
て
、
父
に
は
、
澤
田
先
生
の
お
く
ら
し
を
、
少
し
で
も
お
助
け
す
る
た
め

で
す
、
と
言
ひ
張
つ
て
、
父
も
、
澤
田
先
生
は
昔
の
和
子
の
先
生
で
す
か
ら
、
そ
れ
は
い
け
な
い
と
も
言
へ
な
か
っ
た

様
子
で
、
し
ぶ
し
ぶ
澤
田
先
生
を
お
迎
へ
す
る
と
い
ふ
や
う
な
事
情
だ
っ
た
ら
し
い
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
澤
田
先
生
は
、

土
曜
日
苺
に
お
見
え
に
な
り
、
私
の
勉
強
室
で
ひ
そ
ひ
そ
、
な
ん
と
も
馬
鹿
ら
し
い
事
ば
か
り
お
つ
し
や
る
の
で
、
私

は
、
い
や
で
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
文
章
と
い
ふ
も
の
は
、
第
一
に
、
て
に
を
は
の
使
用
を
確
賓
に
し
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
、
等
と
嘗
り
前
の
事
を
、
一
大
事
の
や
う
に
繰
り
返
し
繰
り
返
し
お
つ
し
ゃ
っ
て
、
太
郎
は
庭
を
遊
ぶ
と
い
ふ
の
は
、

あ
や
ま
り
。
太
郎
は
庭
へ
遊
ぶ
と
い
ふ
の
も
、
や
つ
ば
り
、
あ
や
ま
り
。
太
郎
は
庭
に
て
遊
ぶ
と
い
は
な
け
れ
ば
い
け

な
い
の
だ
さ
う
で
、
私
が
、
く
す
く
す
笑
ふ
と
、
と
て
も
、
う
ら
め
し
さ
う
な
目
つ
き
で
、
私
の
顔
を
穴
の
あ
く
ほ
ど

見
つ
め
て
、
ほ
う
と
溜
息
を
つ
き
、
あ
な
た
に
は
誠
賓
が
不
足
し
て
ゐ
る
、
い
か
に
才
能
が
豊
富
で
も
、
人
間
に
は
誠

賓
が
な
け
れ
ば
、
何
事
に
於
い
て
忍
成
功
し
な
い
、
あ
な
た
は
寺
田
ま
さ
子
と
い
ふ
天
才
少
女
を
知
つ
て
ゐ
ま
す
か
、

あ
の
人
は
、
貧
し
い
生
れ
で
、
勉
強
し
た
く
て
も
本
一
冊
買
へ
な
か
っ
た
ほ
ど
、
不
自
由
な
氣
の
毒
な
身
の
上
で
あ
っ

た
、
け
れ
ど
も
誠
賓
だ
け
は
あ
っ
た
、
先
生
の
敬
へ
を
よ
く
守
っ
た
、
そ
れ
ゆ
ゑ
、
あ
れ
ほ
ど
の
名
作
を
完
成
で
き
た

の
で
す
、
敦
へ
る
先
生
に
し
て
も
、
ど
ん
な
に
張
り
合
ひ
の
あ
っ
た
事
で
せ
う
、
あ
な
た
に
、
も
う
す
こ
し
誠
質
と
い

ふ
も
の
が
あ
っ
た
な
ら
ば
、
僕
だ
っ
て
、
あ
な
た
を
寺
田
ま
さ
子
さ
ん
く
ら
ゐ
に
は
仕
上
げ
て
見
せ
ま
す
、
い
や
、
あ

な
た
は
環
境
に
め
ぐ
ま
れ
て
も
ゐ
る
し
、
も
つ
と
大
き
な
文
章
家
に
仕
上
げ
る
事
が
出
来
る
の
で
す
、
僕
は
、
寺
田
ま

さ
子
さ
ん
の
先
生
よ
り
も
或
る
貼
で
進
歩
し
て
ゐ
る
つ
も
り
で
す
、
そ
れ
は
徳
育
と
い
ふ
貼
で
あ
り
ま
す
、
あ
な
た
は
、

ル
ソ
オ
と
い
ふ
人
を
知
つ
て
ゐ
ま
す
か
、
ジ
ャ
ン
・
ジ
ャ
ッ
ク
。
ル
ソ
オ
、
西
暦
千
六
百
、
い
や
、
西
暦
千
七
百
、
千

九
百
、
笑
ひ
な
さ
い
、
う
ん
と
笑
ひ
な
さ
い
、
あ
な
た
は
自
分
の
オ
能
に
た
よ
り
す
ぎ
て
、
師
を
軽
蔑
し
て
ゐ
る
の
で

す
、
む
か
し
支
那
に
顔
同
と
い
ふ
人
物
が
あ
り
ま
し
た
、
等
と
い
ろ
ん
な
事
を
言
ひ
出
し
て
一
時
間
く
ら
ゐ
経
つ
と
、

け
ろ
り
と
し
て
、
ま
た
此
の
次
の
事
に
し
ま
せ
う
と
言
っ
て
私
の
勉
強
室
か
ら
出
て
行
か
れ
、
茶
の
間
で
母
と
世
間
話

を
な
さ
つ
て
蹄
り
ま
す
。
小
學
校
の
時
に
、
多
少
で
も
お
世
話
に
な
っ
た
先
生
の
事
を
、
と
や
か
く
申
し
上
げ
る
の
は

器
い
事
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
本
嘗
に
、
澤
田
先
生
は
、
ぼ
け
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
し
か
私
に
は
思
へ
ま
せ
ん
で
し
た
。

一

、

次

に

示

す

の

は

、

太

宰

治

の

短

編

後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

「
千
代
女
」

（

『

改

造

』

の

国

近

代

文

学

科

目

名

資

料

解

二
0
二
五
年
度博

士
後
期
課
程

一
九
四
一
年
六
月
）

（
国
語
科
教
育
学
霞

入
学
試
験
間
題

一
節
で
あ
る
。

自

身

の

考

え

文
章
を
読
み
、

国
語
科
内
容
学
）

早
稲
田
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科

/
 

，
 



問 二
、
次
に
示
す
文
章
は
、
小
林
秀
雄
「
私
小
説
論
」
(
-
九
三
五
）

マ
ル
ク
シ
ズ
ム
文
学
が
輸
入
さ
れ
る
に
至
っ
て
、
作
家
等
の
日
常
生
活
に
対
す
る
反
抗
は
は
じ
め
て
決
定
的
な
も
の
と
な
っ
た
。
輸
入
さ
れ
た
も
の
は
文

学
的
技
法
で
は
な
く
、
社
会
的
思
想
で
あ
っ
た
と
い
う
事
は
、
言
っ
て
み
れ
ば
当
り
前
の
事
の
様
だ
が
、
作
家
の
個
人
的
技
法
の
う
ち
に
解
消
し
難
い
絶
対

的
な
普
遍
的
な
姿
で
、
思
想
と
い
う
も
の
が
文
壇
に
輸
入
さ
れ
た
と
い
う
事
は
、
わ
が
国
近
代
小
説
が
遭
遇
し
た
新
事
件
だ
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
事
件

の
新
し
さ
と
い
う
こ
と
を
置
い
て
、
つ
づ
い
て
起
っ
た
(

1

)

文
学
界
の
混
乱
を
説
明
し
難
い
の
で
あ
る
。

思
想
が
各
作
家
の
独
特
な
解
釈
を
許
さ
ぬ
絶
対
的
な
相
を
帯
び
て
い
た
時
、
そ
し
て
実
は
こ
れ
こ
そ
社
会
化
し
た
思
想
の
本
来
の
姿
な
の
だ
が
、
新
興
文

学
者
等
は
そ
の
斬
新
な
姿
に
酔
わ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
当
然
批
評
の
活
動
は
作
品
を
凌
い
で
、
創
作
指
導
の
座
に
坐
っ
た
。
こ
の
時
ほ
ど
作
家
達
が
思
想

に
頼
り
、
理
論
を
信
じ
て
制
作
し
よ
う
と
努
め
た
事
は
無
か
っ
た
が
、
ま
た
こ
の
時
ほ
ど
作
家
達
が
己
れ
の
肉
体
を
無
視
し
た
事
も
な
か
っ
た
。
彼
等
は
、

思
想
の
内
面
化
や
肉
体
化
を
忘
れ
た
の
で
は
な
い
。
内
面
化
し
た
り
肉
体
化
し
た
り
す
る
の
に
は
あ
ん
ま
り
非
情
に
過
ぎ
る
思
想
の
姿
に
酔
っ
た
の
で
あ
っ

て
、
こ
の
陶
酔
の
な
か
っ
た
と
こ
ろ
に
こ
の
文
学
運
動
の
意
義
が
あ
っ
た
筈
は
な
い
。

彼
等
は
単
に
既
成
作
家
等
や
既
成
文
壇
を
無
視
し
た
ば
か
り
で
は
な
い
、
自
分
等
の
な
か
に
あ
ら
ゆ
る
既
成
的
要
素
を
無
視
し
た
。
こ
れ
は
結
局
、
同
じ

行
為
で
あ
る
が
、
こ
う
い
う
行
為
に
際
し
て
、
人
は
自
分
の
表
情
を
読
み
取
り
難
い
。
し
か
し
彼
等
は
読
み
取
り
難
い
の
を
気
に
掛
け
な
か
っ
た
、
掛
け
た

ら
彼
等
に
行
為
は
不
可
能
で
あ
っ
た
。
彼
等
は
誤
っ
て
い
た
か
、
い
な
か
っ
た
か
。
彼
等
は
為
さ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
事
を
為
し
た
ま
で
だ
。

自
然
主
義
作
家
等
が
そ
の
反
抗
者
等
と
と
も
に
、
全
力
を
あ
げ
て
観
察
し
解
釈
し
表
現
し
た
日
常
生
活
が
、
新
し
く
現
れ
た
作
家
等
に
よ
っ
て
否
定
さ
れ

た
の
は
、
彼
等
が
従
来
の
日
常
生
活
を
失
っ
た
か
ら
で
は
な
く
、
彼
等
の
思
想
が
、
生
活
の
概
念
を
、
日
常
性
と
い
う
も
の
か
ら
歴
史
性
と
い
う
も
の
に
改

変
す
る
事
を
教
え
た
か
ら
で
あ
る
。
彼
等
は
改
変
さ
れ
た
概
念
を
通
じ
て
す
ぺ
て
の
も
の
を
眺
め
た
。
眺
め
る
事
は
取
捨
す
る
事
で
あ
り
、
観
察
と
は
即
ち

清
算
を
意
味
し
た
。
彼
等
は
自
己
省
察
を
忘
れ
た
の
で
は
な
い
。
省
察
に
際
し
て
事
毎
に
小
市
民
性
を
暴
露
す
る
が
如
き
自
己
は
、
省
察
す
る
に
足
り
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。
感
情
も
感
覚
も
教
養
も
こ
れ
を
新
し
く
発
明
し
よ
う
と
す
る
冒
険
乃
至
は
欺
誦
を
、
清
算
と
い
う
合
言
葉
が
隠
し
た
。

マ
ル
ク
シ
ズ
ム
作
家
達
が
、
己
れ
の
観
念
的
焦
燥
に
気
が
附
か
な
か
っ
た
、
或
は
気
が
附
き
た
が
ら
な
か
っ
た
の
は
、
こ
の
主
義
が
精
妙
な
実
証
主
義
的

思
想
に
立
っ
て
い
る
事
を
信
じ
た
が
為
で
あ
り
、
そ
の
文
学
理
論
の
政
治
政
策
化
を
疑
わ
な
か
っ
た
の
は
、
こ
の
主
義
が
又
一
方
実
践
上
の
規
範
と
し
て
文

学
の
政
治
的
指
導
権
を
主
張
し
て
い
た
が
為
だ
。
こ
こ
に
プ
ロ
レ
ク
リ
ャ
文
学
と
マ
ル
ク
シ
ズ
ム
文
学
と
は
違
う
と
い
う
名
論
さ
え
起
っ
た
所
以
の
も
の
が

あ
っ
た
の
は
周
知
の
挙
で
あ
る
。

彼
等
の
信
じ
た
小
説
手
法
は
リ
ア
リ
ズ
ム
で
あ
っ
た
。
評
家
等
は
、
彼
等
の
リ
ア
リ
ズ
ム
が
所
謂
プ
ル
ジ
ョ
ア
・
リ
ア
リ
ズ
ム
と
異
る
、
い
や
異
ら
な
く

て
は
な
ら
ぬ
所
以
を
力
説
し
た
が
、
作
家
等
に
は
当
然
な
事
だ
が
、
人
間
学
的
人
間
と
社
会
学
的
人
間
と
区
別
し
て
描
く
事
は
お
ろ
か
、
そ
ん
な
も
の
が
見

え
た
筈
も
な
か
っ
た
。
在
来
の
リ
ア
リ
ズ
ム
に
反
抗
し
た
大
正
期
の
作
家
達
が
、
苦
心
経
営
し
た
小
説
手
法
は
悉
く
無
視
さ
れ
、
近
代
リ
ア
リ
ズ
ム
誕
生
以

来
の
手
法
で
あ
っ
た
心
理
的
手
法
す
ら
、
殆
ど
利
用
さ
れ
な
い
作
品
が
氾
濫
し
た
。
農
村
を
工
場
を
と
題
材
が
豊
富
に
な
る
に
つ
れ
て
、
手
法
は
貧
弱
に
な

っ
た
。
こ
こ
に
作
家
実
践
上
の
公
式
主
義
を
排
す
と
い
う
名
説
が
現
れ
た
の
も
周
知
の
事
だ
。

し
か
し
こ
こ
に
ど
う
し
て
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
幸
が
あ
る
。
逆
説
的
に
聞
え
よ
う
と
、
こ
れ
は
本
当
の
事
だ
と
僕
は
思
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
彼
等
は

自
ら
非
難
す
る
に
至
っ
た
、
そ
の
公
式
主
義
に
よ
っ
て
こ
そ
生
き
た
の
だ
と
い
う
事
だ
。
理
論
は
本
来
公
式
的
な
も
の
で
あ
る
、
思
想
は
普
遍
的
な
性
格
を

持
っ
て
い
な
い
時
、
社
会
に
勢
力
を
か
ち
得
る
事
は
出
来
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
性
格
を
信
じ
た
か
ら
こ
そ
彼
等
は
生
き
た
の
だ
。
こ
の
本
来
の
性
格
を
持

っ
た
思
想
と
い
う
わ
が
文
壇
空
前
の
輸
入
品
を
一
手
に
引
受
け
て
、
彼
等
の
得
た
と
こ
ろ
は
ま
こ
と
に
貴
重
で
あ
っ
て
、
こ
れ
も
公
式
主
義
が
ど
う
の
こ
う

の
と
い
う
様
な
つ
ま
ら
ぬ
問
題
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

成
る
程
彼
等
の
作
品
に
は
、
後
世
に
残
る
様
な
傑
作
は
ー
つ
も
な
か
っ
た
か
も
知
れ
な
い
、
又
彼
等
の
小
説
に
多
く
登
場
し
た
も
の
は
架
空
的
人
間
の
群

れ
だ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
こ
れ
は
思
想
に
よ
っ
て
歪
曲
さ
れ
、
理
論
に
よ
っ
て
誇
張
さ
れ
た
結
果
で
あ
っ
て
、
決
し
て
個
人
的
趣
味
に
よ
る
失
敗

乃

至

は

成

功

の

結

果

で

は

な

い

の

で

あ

っ

た

。

．

わ
が
国
の
自
然
主
義
小
説
は
ブ
ル
ジ
ョ
ア
文
学
と
い
う
よ
り
封
建
主
義
的
文
学
で
あ
り
、
西
洋
の
自
然
主
義
文
学
の
一
流
品
が
い
そ
の
限
界
に
時
代
性
を

持
っ
て
い
た
に
反
し
て
、
わ
が
国
の
私
小
説
の
傑
作
は
個
人
の
明
瞭
な
顔
立
ち
を
示
し
て
い
る
。
彼
等
が
抹
殺
し
た
も
の
は
こ
の
顔
立
ち
で
あ
っ
た
。
思
想

の
力
に
よ
る
純
化
が
マ
ル
ク
シ
ズ
ム
文
学
全
般
の
仕
事
の
上
に
現
れ
て
い
る
事
を
誰
が
否
定
し
得
よ
う
か
。
彼
等
が
思
想
の
力
に
よ
っ
て
文
士
気
質
な
る
も

の
を
征
服
し
た
事
に
比
べ
れ
ば
、
作
中
人
物
の
趣
味
や
癖
が
生
き
生
き
と
描
け
な
か
っ
た
無
力
な
ぞ
は
大
し
た
事
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

傍
線
部
(

1

)

「
文
学
界
の
混
乱
」
と
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
か
、
簡
潔
に
説
明
し
な
さ
い
。

問
二
こ
の
文
章
で
の
筆
者
の
「
マ
ル
ク
シ
ズ
ム
文
学
」

挙
げ
な
が
ら
、
あ
な
た
の
考
え
を
述
べ
な
さ
い
。

に
対
す
る
文
学
史
的
評
価
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
作
家
名
・
作
品
名
を

科

目

名

資

料

解

の
一
節
で
あ
る
。
文
章
を
読
み
、
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

（
国
語
科
教
育
学
口
国
語
科
内
容
学
）

博
士
後
期
課
程
入
学
試

二
0
二
五
年
度

早
稲
田
大
学
大
学
院

育
学
研
究
科

ー



← 

科
目
名
資
料
解
読

【
教
科
教
育
学
専
攻
（
国
語
科
教
育
学
。
国
語
科
内
容
学
）
】

博
土
後
期
課
程

一
般
。
外
国
学
生
入
学
試
験
解
答
用
紙

早
稲
田
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科



→ 

J
こ
ま
で

合
こ
こ
か
ら
記
入
す
る
こ
と

← 



← 

科
目
名
資
料
解
読

【
教
科
教
育
学
専
攻
（
国
語
科
教
育
学
。
国
語
科
内
容
学
）
】

博
土
後
期
課
程

一
般
。
外
国
学
生
入
学
試
験
解
答
用
紙

早
稲
田
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科



→ 

こ
こ
ま
で

裏
面
を
使
用
す
る
場
合
こ
こ
か
ら
記
入
す
る
こ
と

← 
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